
[演習] 道路網計画演習

[講義] 日本の道路行政概論、道路交通経済・事業評価、需要予測、道路構造令、設計概論、道
路防災、住民との合意形成・環境影響評価

[講義・視察] 交通安全、道路構造（橋梁、トンネル、塗装）、道路建設工事、道路施設
・ITS、道路維持管理

※なお、本研修では、研修を通じた「知識共創」（Knowledge Co-Creation)の実現を図るため
に、アクティブラーニングメソッドを導入予定です。

主要協力機関

国土交通省関係省庁

英語

実施年度

所管国内機関

本邦研修期間

JICA東京（経済環境）

調整中

【案件目標】
参加者出身国の道路行政における道路計画、整備、維持管理の改善案が作成される

【成果】
①道路計画のプロセス及び考慮すべき事項が理解される

②道路整備の効果及び事業評価の方法が理解される

③道路構造物計画（舗装、橋梁を含む）のプロセス及び考慮すべき事項が理解される

④自国の道路行政にかかる課題に対する改善案を提案できる。

目標／成果

内　容

【対象組織】
道路計画、整備、維持管理及び行政に従事
する中央及び地方政府機関

【対象人材】
大学（土木分野）卒業または同等の学力を
有するもの
現在、政府または政府関係機関において、
道路計画に従事する技術職の中堅職員で、
将来指導的立場になることが期待される者

対象組織／人材

道路行政
Road Administration

特記事項
及び

ホームページ

運輸交通/運輸交通行政

低所得及び下位中所得国対象国の条件：

副分野課題：

社会基盤施設が不足している開発途上国において、道路整備による国民生活ならびに経済活動向上への波及効果は極めて大きい。本研修は
途上国行政官の道路計画・整備・運営・維持管理能力向上を目的に実施するものである。
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